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付録2. S-PCD︓チェックリストの設計プロセス（追加・⾒直しプロセス含む）

定義文 何を（What）

目的

使用者

実施時期

チェック項目

チェック理由

記述ルール

保管場所

周知ルール

承認ルール

結果履歴

追加ルール

⾒直しルール

PROCESS
OUTPUT 明確化のポイント／注意点

INPUTを使ってどうやって作るか︖（How）

要件定義

まず、何を防止するためのリストとするのかを明確にする。
理由︓目的外のチェック項目の増加防止。

チェックリスト
　・はじめにシート
  　[目的]
　  [使用者]
　  [実施時期]

・自組織で運営されるライフサイクルプロセスとの関連性も含めて明確
化することで具体的な検討が⾏える。
・必要に応じて参考となる他のプロセスモデル（プロセスフロー、プロセ
ス群　等）を活用した検討も効果的である。

チェックリストを使用する使用者を明確にする。
理由︓使用者を絞ることで、無駄なチェック項目を削減する。

・チェックリストを使用する[使用者]のスキル（経験年数や取得資格
等）を考慮することで、適切なチェックができるような⼯夫が必要。
（チェック項目の記載内容が異なってくるため）

目的と実施者を踏まえて、チェックリストを実施する時期を明確にする。
理由︓必要な⼈が必要な時にだけ実施することで無駄な⼯数を削減する。

・チェックリストを使用する[使用者]と[実施時期]を明確にすることで
適切なチェックができるような⼯夫が必要。

・安易にチェック項目化せず、プロセスに落とし込むことで対応できるも
のがあるか吟味が必要。（チェック項目数の増加を抑止）

チェックが必要な理由、経緯、背景を記載する。
理由︓なんの為にチェックするのか明確にすることで、形骸化を防止する。

・チェックリスト運用する際の[チェック項目]と[チェック理由]明確化す
ることでチェック作業の妥当性・納得性を関連づける。（チェック実施
の際の形骸化抑止とチェック項目を⾒直す際のガイドとしても利用で
きる）
・チェック理由を明確化することで適切なチェック運用がなされることが
期待できる。（チェック実施の際の形骸化抑止）

以下のような記述ルールを定義する。
(理由︓内容理解と結果記⼊を助ける為)
・チェック⼿順と内容は具体的か︖使用者は理解できるか︖
・抽象的で曖昧な表現はないか︖(かなり、多少、⼤きい、⼩さいなど）
・用語は統⼀されているか︖誤解を招く表現はないか︖
・確認結果の記述⽅法は選択肢にできるか︖
　（自由記述は回答のブレや回答者への負荷が⾼い為、極⼒避けること）

・チェックリストを使用する[使用者]を意識した文⾯による内容明記
が重要。
・チェック結果を確認する際の[確認者]／[承認者]が、どのような
チェックを実施したのかチェック内容が理解できる文⾯が望ましい。
・チェック結果の文言内容とエビデンスの残し⽅にも⼯夫が必要。
　チェック結果の文言内容、エビデンスの残し⽅等のレベル分けの検
討も有効である。
（顧客に対する改竄防止の観点で必要なもの／そうでないもの
等）

・自組織で運営されるライフサイクルプロセス及び利用される資産
（ドキュメント・成果物等）との関連性も含めて明確化することで具
体的な検討が⾏える。
（「保管場所を知らない」、「最新版を使用していない」といった利用
者の発生を抑止）

以下を明確にして、開発プロセスに織り込む。
構成管理サーバの保管場所、構成管理サーバへのコミットログの記述ルール、
チェックリストの使い⽅、チェックリスト更新時の連絡先
理由︓使用者が常に最新のチェックリストを使ってチェックできるようにする。

・[テンプレート]／[チェック結果]／[エビデンス]等の[保管場所]につ
いても[周知ルール]の⼯夫が必要。
（顧客に対する改竄防止の観点で必要なもの／そうでないもの等、
「保管場所を知らない」等の利用者発生を抑止）

承認者、代理承認者を明確にする。また、承認者はチェック内容の妥当性をどう
やって確認するか明確にする。
理由︓チェックの妥当性を有識者が確認することで、品質を担保し形骸化を防
止する。

・自組織で運営されるライフサイクルプロセスとの関連性も含めて[確
認者]／[承認者]との関連性を明確化する。
・チェックリストによるチェック結果を確認することで、適切なチェック運
用がなされる⼯夫が必要。
・承認ルールでエビデンスの要／不要に対して承認⾏為がある運用
がなされる⼯夫があると更によい。
（顧客に対する改竄防止の観点も含めて承認⾏為を⾏うこと）

・チェック実施の際の形骸化抑止の観点、顧客に対する改竄防止の
観点等についても併せて検討されるような⼯夫があれば更によい。

「チェック項目」と同様。
・チェックリストへの安易な追加は、チェック項目が増加する⼀⽅となる
ので注意が必要。

いつ、何を⾒直すのかを明確にする。削除ルールが必要なら設ける。
理由︓無駄なチェック項目がないかをそれまでの実績を元に⾒直すことで、常に
必要なチェック項目だけを残し、形骸化を防止する。

・チェック結果で抽出できた不備の検出効果の測定ができるような⼯
夫が必要。（出荷後に発生した不具合との関連含む）
・チェック作業者がチェックリストの有効性を感じているか検証できるよ
うな⼯夫があれば更によい。（チェック忘れが防げた等）

要件定義
フェーズ

設計
フェーズ

保守設計

結果履歴が必要かどうかを検討する。
理由︓結果履歴欄を設けることで、チェックリストの⾒直し時にチェック項目の必
要性を分析することができる。 チェックリスト

　・はじめにシート
　　[追加ルール]
　　[⾒直しルール]
　・チェックシート
　　[結果履歴]

管理設計

構成管理サーバの保管場所を明確にする。
理由︓使用者が常に最新のチェックリストを使ってチェックできるようにする。

開発プロセス定義書

チェックリスト
　・はじめにシート
　　[保管場所]
　　[周知ルール]
　　[承認ルール]
　・チェックシート
　　[エビデンス]

内容設計

以下の観点からチェック項目に追加すべきか検討する。
・目的と使用者に合致したチェック項目か︖
・別の⼿段(プロセスや自動ツール等)で目的を達成できないか︖
・チェック⼿順が簡単か︖使用者がチェックできるか︖

チェックリスト
　・はじめにシート
　　[記述ルール]
　・チェックシート
　　[チェック項目]
　　[チェック理由欄]
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付
録

3
．
ア

ン
ケ

ー
ト

内
容

開
発

プ
ロ

セ
ス

に
お

け
る

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
の

在
り

方
を

検
証

す
る

実
証

実
験

《
チ

ュ
ー

ト
リ

ア
ル

＆
ア

ン
ケ

ー
ト

》

当
実

験
の

概
要

　 チ
ュ

ー
ト

リ
ア

ル
 １

ア
ン

ケ
ー

ト
 １

チ
ュ

ー
ト

リ
ア

ル
 ４

ア
ン

ケ
ー

ト
 ４

P
A

T
T

E
R

N
1
　
を

使
用

(1
)

作
業

に
要

し
た

時
間

を
お

教
え

く
だ

さ
い

。
分

P
A

T
T

E
R

N
4

　
を

使
用

盛
り

込
ま

れ
た

各
項

目
に

つ
い

て

実
際

に
設

問
を

読
み

、
チ

ェ
ッ

ク
を

し
て

下
さ

い
。

そ
の

他
に

必
要

と
思

わ
れ

る
情

報
、
仕

組
み

を
盛

り
込

ん
で

み
て

い
ま

す
。

（O
K

・N
G

・対
象

外
）か

ら
選

択
(2

)
自

社
で

同
種

の
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

を
使

用
し

て
い

る
場

合
、

項
目

吹
き

出
し

A
～

D
を

ご
参

照
い

た
だ

き
、
ア

ン
ケ

ー
ト

回
答

を
お

願
い

し
ま

す
、

A
確

認
対

象
ド

キ
ュ

メ
ン

ト

※
 設

計
者

（使
用

者
）
の

気
持

ち
に

な
っ

て
作

業
し

て
く

だ
さ

い
。

凡
そ

の
項

目
数

と
所

要
時

間
を

お
教

え
く

だ
さ

い
。

分
※
シ
ー
ト
上
部
の
ガ
イ
ド
（黄
色
帯
）も
合
わ
せ
て
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　
　
ど

の
ド

キ
ュ

メ
ン

ト
に

対
し

、
そ

の
チ

ェ
ッ

ク
を

行
う

の
か

を
明

確
に

定
義

す
る

も
の

。

※
 設

問
の

意
味

が
不

明
な

場
合

は
、
対

象
外

 を
選

択
し

て
く

だ
さ

い
。

　
　
当

項
目

の
必

要
性

は
感

じ
ま

す
か

？

(3
)

当
目

的
に

お
け

る
作

業
所

要
時

間
と

し
て

、
妥

当
と

考
え

る
時

間
に

つ
い

て
お

教
え

く
だ

さ
い

。
（選

択
式

）
分

B
リ

フ
ァ

レ
ン

ス
ド

キ
ュ

メ
ン

ト

　
　
チ

ェ
ッ

ク
を

行
う

際
、
合

わ
せ

て
参

照
す

る
べ

き
資

料
を

明
示

す
る

も
の

。

(4
)

項
番

⑪
の

設
問

に
つ

い
て

は
、
意

図
的

に
以

下
の

状
態

と
し

て
い

ま
す

。
　
　
当

項
目

の
必

要
性

は
感

じ
ま

す
か

？

　
 ・

 「
固

い
」「

美
し

い
」 

な
ど

抽
象

的
。

　
 ・

 「
バ

リ
デ

ー
シ

ョ
ン

」
「辨

証
」
 な

ど
意

味
が

分
か

り
づ

ら
い

言
葉

を
使

用
。

C
-1

  
初

回
チ

ェ
ッ

ク
結

果
欄

　
 ・

 「
～

で
あ

る
と

よ
い

」 
と

い
う

曖
昧

な
基

準
。
 （

「
～

で
あ

る
こ

と
」 

等
の

体
止

め
で

な
い

）
　
　
最

終
的

に
は

 "
対

応
し

て
" 

O
K

と
し

た
も

の
の

、
初

回
チ

ェ
ッ

ク
で

は
N

G
で

あ
っ

た
場

合
、

　
　
そ

の
状

態
と

、
ど

ん
な

対
応

を
し

て
O

K
と

し
た

か
を

履
歴

と
し

て
残

す
も

の
。

　
　
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
設
問
は
、
簡
潔
に
、
統
一
さ
れ
た
文
体
で
記
載
さ
れ
て
お
り
、

　
　
初

回
チ

ェ
ッ

ク
結

果
が

、
使

用
者

全
員

が
長

年
に

わ
た

っ
て

1
0

0
%

O
K

で
あ

る
場

合
、

　
　
「
何
が
ど
う
な
っ
て
い
れ
ば
良
い
の
か
」
が
、
明
確
で
あ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
　
そ

の
項

目
の

存
在

意
味

を
再

検
証

す
る

な
ど

の
目

的
で

、
履

歴
を

残
す

べ
き

と
考

え
た

。

　
　
意
味
不
明
瞭
な
設
問
の
存
在
は
、
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
自
体
の
価
値
(有
効
性
)を
下
げ
、

　
　
当

項
目

の
必

要
性

は
感

じ
ま

す
か

？

　
　
作
業
の
納
得
度
を
低
下
さ
せ
、
形
骸
化
を
招
く
要
因
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

C
-2

  
再

鑑
者

欄

項
番

⑪
の

内
容

や
、
実

際
に

使
用

し
て

い
る

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
を

振
り

返
っ

て
お

答
え

く
だ

さ
い

。
　
　
開

発
プ

ロ
セ

ス
内

の
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

で
あ

る
以

上
、
セ

ル
フ

チ
ェ

ッ
ク

に
留

め
ず

、

　
　
➢

 上
記

の
様

な
考

慮
を

し
た

記
載

の
ル

ー
ル

が
必

要
だ

と
考

え
ま

す
か

？
　
　
再

確
認

者
を

定
義

し
て

お
く

こ
と

が
良

い
と

考
え

た
も

の
。

　
　
➢

 使
用

者
の

理
解

度
を

確
認

す
る

為
、
運

用
開

始
前

に
テ

ス
ト

検
証

を
す

る
　
　
当

項
目

の
必

要
性

は
感

じ
ま

す
か

？

　
　
　
　
必

要
が

あ
る

と
考

え
ま

す
か

？

D
副

次
情

報
欄

　
　
項

目
ご

と
の

管
理

者
を

明
確

化
し

、
組

織
の

変
遷

に
応

じ
て

引
継

ぎ
を

可
能

と
す

る
。

　
　
ま

た
、
項

目
を

設
定

し
た

背
景

等
を

残
し

、
将

来
の

見
直

し
の

し
や

す
さ

に
繋

げ
る

。

チ
ュ

ー
ト

リ
ア

ル
 ２

ア
ン

ケ
ー

ト
 ２

　
　
当

項
目

の
必

要
性

は
感

じ
ま

す
か

？

P
A

T
T

E
R

N
2

　
を

使
用

「
出

展
元

」
 「

チ
ェ

ッ
ク

を
行

う
理

由
・
目

的
」 

に
つ

い
て

追
加

さ
れ

た
情

報
を

ご
一

読
い

た
だ

き
、
ア

ン
ケ

ー
ト

回
答

を
お

願
い

し
ま

す
。

チ
ュ

ー
ト

リ
ア

ル
 ５

ア
ン

ケ
ー

ト
 ５

※
シ
ー
ト上
部
の
ガ
イ
ド
（黄
色
帯
）
も
合
わ
せ
て
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

(1
)

当
情

報
は

、
あ

っ
た

方
が

良
い

と
思

わ
れ

ま
す

か
？

　
　
そ

う
思

わ
れ

る
理

由
で

、
該

当
す

る
も

の
に

チ
ェ

ッ
ク

を
お

願
い

し
ま

す
。

【
5

】
 は

じ
め

に
　
シ

ー
ト

を
使

用
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

に
ま

つ
わ

る
様

々
な

問
題

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
自

体
の

目
的

、
定

義
、
管

理
方

法
、
運

用
方

法
、
各

種
ル

ー
ル

を

設
問

内
容

の
理

解
に

役
立

つ
F
A

L
S

E
ま

と
め

た
ペ

ー
パ

ー
の

サ
ン

プ
ル

を
作

成
し

ま
し

た
。

・ 
正

し
く

運
用

さ
れ

な
い

（
活

用
さ

れ
な

い
）

将
来

的
に

見
直

し
(ま

た
は

削
除

)
す

る
際

に
役

立
つ

F
A

L
S

E
内

容
ご

参
照

い
た

だ
き

、
ア

ン
ケ

ー
ト

回
答

を
お

願
い

し
ま

す
。

・ 
見

直
し

が
な

さ
れ

ず
、
項

目
が

ど
ん

ど
ん

増
加

し
、
作

業
時

間
が

増
大

す
る

（
生

産
性

低
下

）

文
字

数
が

増
え

て
見

に
く

く
な

る
為

、
無

い
方

が
良

い
F
A

L
S

E
・ 

使
用

側
が

内
容

を
理

解
で

き
な

い
項

目
が

存
在

し
、
作

業
の

納
得

度
が

低
下

す
る

チ
ェ

ッ
ク

作
業

時
間

の
増

加
に

つ
な

が
る

為
、
無

い
方

が
良

い
F
A

L
S

E
・ 

使
用

必
須

で
あ

る
場

合
、
「
何

も
考

え
ず

に
チ

ェ
ッ

ク
だ

け
し

て
お

く
」
 と

い
っ

た
形

骸
化

が
発

生
す

る

こ
う

い
っ

た
事

象
を

発
生

さ
せ

な
い

為
、
責

任
者

の
明

確
化

や
ル

ー
ル

定
義

が

有
効

な
対

策
に

な
る

の
で

は
な

い
か

と
考

え
ま

し
た

。

チ
ュ

ー
ト

リ
ア

ル
 ３

ア
ン

ケ
ー

ト
 ３

こ
の

様
な

、
「
は

じ
め

に
」シ

ー
ト

作
成

の
意

義
、
必

要
性

は
感

じ
ま

す
か

？

P
A

T
T

E
R

N
3

　
を

使
用

「
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
プ

ロ
フ

ァ
イ

ル
」
 「

開
発

経
験

度
」
 に

よ
る

項
目

限
定

に
つ

い
て

追
加

さ
れ

た
仕

組
み

（チ
ェ

ッ
ク

ボ
ッ

ク
ス

）を
操

作
い

た
だ

き
、
ア

ン
ケ

ー
ト

回
答

を
お

願
い

し
ま

す
。

ア
ン

ケ
ー

ト
 ６

※
シ
ー
ト上
部
の
ガ
イ
ド
（黄
色
帯
）
も
合
わ
せ
て
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

(1
)

こ
の

よ
う

な
限

定
方

法
は

、
有

効
で

あ
る

と
考

え
ま

す
か

？

　
　
そ

う
思

わ
れ

る
理

由
で

、
該

当
す

る
も

の
に

チ
ェ

ッ
ク

を
お

願
い

し
ま

す
。

最
後

の
ア

ン
ケ

ー
ト

に
な

り
ま

す
。

開
発

現
場

で
実

際
に

使
用

し
て

い
る

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
に

つ
い

て
、

作
業

時
間

の
短

縮
に

つ
な

が
る

F
A

L
S

E
満

足
度

を
、
1
0

0
点

満
点

で
お

答
え

く
だ

さ
い

。

担
当

者
レ

ベ
ル

に
応

じ
た

効
率

の
良

い
作

業
が

可
能

と
な

る
F
A

L
S

E

免
除

基
準

が
曖

昧
に

な
り

事
故

防
止

効
果

が
減

少
す

る
F
A

L
S

E
同

様
に

、
該

当
す

る
状

況
に

つ
い

て
チ

ェ
ッ

ク
を

入
れ

て
く

だ
さ

い
。

全
員

が
全

項
目

を
毎

回
確

認
す

る
の

が
品

質
確

保
に

つ
な

が
る

F
A

L
S

E

○
見

直
し

は
必

要
な

い
F
A

L
S

E

×
見

直
し

が
必

要
だ

F
A

L
S

E

○
定

期
的

な
見

直
し

が
な

さ
れ

て
い

る
F
A

L
S

E

×
定

期
的

な
見

直
し

は
さ

れ
て

い
な

い
F
A

L
S

E

○
項

目
数

・所
要

時
間

は
妥

当
だ

F
A

L
S

E

×
項

目
数

・所
要

時
間

は
多

す
ぎ

る
（長

す
ぎ

る
）

F
A

L
S

E

○
設

問
内

容
は

概
ね

理
解

で
き

、
品

質
確

保
に

役
立

っ
て

い
る

F
A

L
S

E

×
設

問
内

容
に

不
明

な
点

が
あ

り
、
余

り
役

立
っ

て
い

な
い

F
A

L
S

E

○
確

り
全

項
目

確
認

し
て

い
る

F
A

L
S

E

×
良

く
分

か
ら

な
い

項
目

は
確

認
を

飛
ば

し
て

い
る

F
A

L
S

E

上
記

、
×

に
該

当
が

あ
る

場
合

、
当

チ
ュ

ー
ト

リ
ア

ル
＆

ア
ン

ケ
ー

ト
の

要
素

を
取

り
入

れ
る

こ
と

で
、

改
善

す
る

事
が

で
き

る
と

思
わ

れ
ま

す
か

・・
？

（満
足

度
点

は
、
何

点
く

ら
い

ま
で

改
善

可
能

で
し

ょ
う

か
・・

？
）

最
後

に
、
感

想
や

、
そ

の
他

の
ご

意
見

が
あ

り
ま

し
た

ら
、
是

非
ご

記
入

く
だ

さ
い

。

ご
協
力
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
素

敵
な

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
で

、
よ

り
高

品
質

・
高

生
産

性
な

開
発

を
目

指
す

ぞ
！

）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
所

要
時

間
は

約
３

0
分

で
す

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア

ン
ケ

ー
ト

(
当

フ
ァ

イ
ル

）
を

回
収

し
、
分

析
に

使
用

さ
せ

て
頂

き
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  

ど
う

ぞ
よ

ろ
し

く
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

検
証

用
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

の
位

置
づ

け

・ 
設

計
者

が
使

用
す

る
も

の
・ 

開
発

プ
ロ

セ
ス

に
定

義
さ

れ
て

お
り

、
使

用
が

義
務

付
け

さ
れ

て
い

る
も

の
・ 

設
計

工
程

終
了

前
に

、
問

題
が

な
い

か
を

チ
ェ

ッ
ク

す
る

も
の

作
業

の
流

れ

・ 
チ

ュ
ー

ト
リ

ア
ル

1
～

5
に

従
っ

て
進

め
て

く
だ

さ
い

・ 
使

用
す

る
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

は
、
当

ブ
ッ

ク
内

に
各

シ
ー

ト
が

作
成

し
て

あ
り

ま
す

・ 
そ

れ
ぞ

れ
に

ア
ン

ケ
ー

ト
が

あ
り

ま
す

の
で

、
ご

回
答

を
入

力
お

願
い

し
ま

す
　
 （

黄
色

セ
ル

に
な

り
ま

す
。
 す

べ
て

選
択

式
で

、
約

3
0

問
で

す
）
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付
録

３
－

５
 チ

ェッ
クリ

ス
ト設

計
に

必
要

な
要

素
とS

-P
CD

・ア
ンケ

ー
ト結

果
との

紐
付

け
 

真
因

No
.

チ
ェッ

クリ
ス

ト設
計

に
必

要
な

要
素

S-
PC

D
有

効
性

確
認

の
内

容
ア

ンケ
ー

トN
o.

表
4-

1項
番

賛
同

率

1
チ

ェッ
クリ

ス
ト使

⽤
者

を
設

定
す

る
．

使
⽤

者
使

⽤
者

に
応

じた
チ

ェッ
ク項

⽬
限

定
の

効
果

3
3(

1)
72

.7
%

追
加

ル
ー

ル
「は

じめ
に

シ
ー

ト」
の

有
意

性
5

4(
3)

90
.9

%

結
果

履
歴

初
回

チ
ェッ

ク欄
の

効
果

，
チ

ェッ
ク項

⽬
設

定
時

の
背

景
情

報
の

必
要

性
4

4(
2)

66
.7

%

⾒
直

しル
ー

ル
「は

じめ
に

シ
ー

ト」
の

有
意

性
5

4(
3)

90
.9

%

チ
ェッ

ク項
⽬

チ
ェッ

ク⽅
法

の
理

解
容

易
性

1
1(

2)
97

.0
%

記
述

ル
ー

ル
チ

ェッ
ク項

⽬
の

記
述

ル
ー

ル
の

必
要

性
1

1(
2)

97
.0

%

6
チ

ェッ
ク項

⽬
の

チ
ェッ

ク理
由

を
設

定
す

る
．

チ
ェッ

ク理
由

チ
ェッ

ク項
⽬

の
出

典
元

と⽬
的

の
必

要
性

2
2(

1)
90

.9
%

7
チ

ェッ
クリ

ス
トの

⽬
的

を
設

定
す

る
．

⽬
的

「は
じめ

に
シ

ー
ト」

の
有

意
性

5
4(

3)
90

.9
%

8
チ

ェッ
クリ

ス
トの

承
認

者
を

設
定

す
る

．
承

認
ル

ー
ル

「は
じめ

に
シ

ー
ト」

の
有

意
性

5
4(

3)
90

.9
%

9
チ

ェッ
ク結

果
の

妥
当

性
を

確
認

す
る

．
承

認
ル

ー
ル

チ
ェッ

ク結
果

の
根

拠
と第

三
者

の
妥

当
性

確
認

の
必

要
性

4
4(

1)
97

.0
%

保
管

場
所

「は
じめ

に
シ

ー
ト」

の
有

意
性

5
4(

3)
90

.9
%

周
知

ル
ー

ル
「は

じめ
に

シ
ー

ト」
の

有
意

性
5

4(
3)

90
.9

%

11
チ

ェッ
クリ

ス
トの

実
施

時
期

を
定

義
す

る
．

実
施

時
期

「は
じめ

に
シ

ー
ト」

の
有

意
性

5
4(

3)
90

.9
%

10
チ

ェッ
クリ

ス
トの

保
管

場
所

を
設

定
す

る
．

2・
3・

4
チ

ェッ
ク項

⽬
の

追
加

・⾒
直

しプ
ロセ

ス
を

定
義

す
る

．

5
チ

ェッ
ク項

⽬
・結

果
の

記
述

ル
ー

ル
を

設
定

す
る

．
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